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⇒E-mail   fureainpo@gmail.com 

⇒ホームページ 

   http://www.fureai-support.jp/ 

イラスト：かいがぞうけいきょうしつの皆さん｡書は友美子先生 



 
 
 
 
 
 

                     

 

                     

 

                     

 

                     

                     

 

 

                     

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 げ ん き で い こ う み ん な と も だ ち 

百寿を祝う １９２３年・大正１２年１月１日生まれ・１００歳の誕生日  

おめでとうございます！！ 

人生１００年時代に突入。超長寿社会。平均寿命も延びています。身近でも、友遊の利

用者様は９０代の方も多く、１１月に亡くなりましたが１０４歳の方も利用されていまし

た。身内でも、伯父は１月１日が１００歳の誕生日。いわき市に独り住まいでいるので久

しぶりに会いに行きました。電話に出ないので、どうしているか心配で訪ねました。恐る

恐る玄関のドアを開けると、変わらぬニコニコ顔の伯父さんがいました。耳は遠くなった

ものの明るく笑う顔は以前と変わらず、こちらまでも笑顔になります。 

戦争にいった話、家族に先立たれ今は一人暮らし。大変な苦労もあったろうに愚痴一つ

ありません。長生きの秘訣は、くよくよしないこと。よく笑うこと。学びがあること。社

会参加を続けていること。等、人生をポジティブに生きることだと、伯父さんをみていて

感じました。帰りには１００歳の伯父の作った野菜を、車にいっぱい詰め込んでくれ手を

振って見送ってくれました。こんな伯父さんに、私達もあやかりたいものです。（S・まり子） 

放課後児童クラブの活動より…なのはなクラブ…陶芸教室 

八幡小学校・なのはなクラブ開設 4 年目、開設当初より担当させていただい

ています。毎年メンバーは少しずつ変わっていきますが、今年度も元気モリモリ

なのはなクラブです!!地域柄か、学年関係なく仲が良く縦割りでの活動も得意で

す。 

 最近特に思うのは、子ども達は本当に外遊びが大好き！（これはどのクラブで

も共通していることだと思いますが･･｡）校庭を自由に使える分、端から端まで

全力で鬼ごっこをする毎日！本気で走っている私に『先生、それ本気？本気で走

ってよ～！』と声をかけられます（笑）足が速いほうだと思っているんだけどな

～（笑）どんどん寒くなってきて大人は凍えていますが、子どもたちは寒さを感

じないのか着ていた上着を脱いで走り回っています！子ども達ってすごい～!! 

 そんな活発な子どもたちも先日のまりこ先生による陶芸教室では“静”の時間

で、しっかりとお話を聞きながらお皿づくりに励むことができました。高学年の

子ども達はもう次に何をすればいいのかわかっているので、黙々と自分の世界に

入り込み完成に力をこめます。初めての 1 年生も『陶芸って何？』でしたが、ま

わりの様子を見ながら工程の一つ一つを丁寧におこなっていました。たたいて、

のばして～･･･と一つの同じ塊から、それぞれの個性がしっかりと出るので、完

成した作品を持ってきた時には『〇〇ちゃん(くん)ぽいな～』と一枚一枚想う時

間でこちらも楽しくなりました。 そんな“静と動”いつでも全力のなのはなク

ラブですが、各クラブとも同じく、毎日必ず変化があって楽しい現場です。 

（S・横山歩奈） 

 

 
 
     

カ レ ン ダ ー を 作 ろ う ！！ 

新年を迎えるにあたって、絵画教室の子ども達、そして、デイサービスのおじ

いちゃんおばあさんたちに絵と書でカレンダー作りをしてもらいました。 

今年はうさぎ年ということで…絵の分野では目、鼻とうさぎの顔を描いてもら

い、書の分野では新年の目標や抱負を表す漢字一文字、又は、干支の文字いずれ

かを書いてもらいました。絵はうさぎの表情表現、書は気持ちを表現する味わい

のある字に挑戦です。 

 今回、３歳から９０歳代まで幅広い年齢の皆さんが同じ課題の制作にとりくみ

ました。本番の白い紙にむきあい、いざ書き始めるときは、習字の経験がある人

もない人も、３歳の子どもでも９０歳の大人でもドキドキ緊張する気持ちは 

一緒、全集中し真剣に取り組む姿も年齢に関係なく一緒・・・。 

しかし、できあがった作品はどれ一つとして同じ物がありません。 

書き手の心が映し出されたように個性豊かで、一生懸命さが伝わる味わいのある

カレンダーが完成しました。かわいらしい作品、元気いっぱいパワーのある作品

やさしさが感じられる作品、落ち着いた趣のある作品など、魅力ある素敵なカレ

ンダーばかりでした。 

 ２０２３年、うさぎのように穏やかで躍動感のある年になりますように・・・ 

カレンダーをお家に飾ってお楽しみください。       （S・友美子） 

デ イ サ ー ビ ス 友 遊 の 現 場 よ り 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年はデイサービス友遊の利用に関して嬉しい出来事がありました。「年を取

り、近所との交流もなくなり寂しい」という利用者様の声をよく耳にしていまし

たが、同じ地域の方を何人かご紹介いただき、デイサービス友遊に、新しいコミ

ュニティの場として私が望むデイサービス利用の形が一つできました。 

高齢者施設はネガティブなイメージがあり利用することに世間の偏見がある

のが現実です。現在は、認知症予防、孤立しがちな高齢者の交流の場と社会生活

の維持、家族の安心と休息の機会が得られる場としての機能も果たしています。

そのことを広く周知することも私達の役割です。デイサービスを利用することで

専門職と関わりを持ち、身近で気軽に相談できる環境を作ることが、老々介護や

高齢者虐待などの様々な社会問題の解決にも繋がると考えています。微力ながら

利用者様やご家族様の心の健康を保てればと思い、公認心理師の資格も取得しま

した。何か悩みがあれば一人で抱え込まずご相談いただければと思います。 

デイサービス友遊はいつも利用者様や明るい職員の笑い声であふれています。

今年も関わる方々が笑顔になれますよう一生懸命に支援させていただきますの

で、どうぞよろしくお願い申し上げます。      （北ﾃﾞｲ S・吉田千佳） 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子 ど も 達 と と も に … 

「すごい！」「お～」友だちの作品を見て素直に声をあげる子ども達。困って

いる様子を察知して黙って手を貸す上級生。学校も年齢も異なる集団ですが、そ

んな成長した姿を目の当りにすると、子どもってすごいなと感動してしまいま

す。そして、日々成長するのは当然のことだと思っても、それがどのように向か

っていくのかを私達大人は、気付いてあげなくてはと思っています。 

 １１月下旬から、倉本信之先生による特別授業油絵「自画像制作」が５回にわ

たって行われました。小学生コースの子ども達は、時折り尊敬の眼差しで先輩達

の様子を盗み見てしては自分達も活動に没頭していました。実は、私も小学生と

一緒に活動しながらも倉本先生の指導をアンテナを張り巡らせて見ていました。 

 始めの頃は緊張気味でキャンバスに向かう６年生以上の子ども達一人一人に

対して、倉本先生は、穏やかに話しかけ「自分の思うように描きなさい。」「おし

ゃべりしていいんだよ。」など、ほとんど遠くから見守っていました。 

そして、最終回。完成の安堵感に浸っている子ども達に伝えた言葉が 

「みなさんはすばらしい。自信をもって堂々と生きてください。」でした。 

 上手に描こうとするよりも、見たり考えたりしたことを自分で感じたとおりに

描くことが大切だということ。そして子ども達には、どんな人にならなければい

けないかを伝えていたと思いました。私にとっても、半世紀前に受けた授業も蘇

り、貴重な特別授業になりました。           （S・遠藤裕子） 

  

 

  

我 が 家 の お 年 玉  考  

お正月 

あけましておめでとうございます。から始まって・・・子ども達の正月は、何よりもお年

玉が楽しみ・・・お年玉をもらう側の時は疑問にも思わなかったがあげる身になってみる

と出費がかなり大変。お金の価値がまだわからない子どもにいくら上げたらいいのか・・・？ 

考えた末、我が家のお年玉は、数え年年齢の１００倍に決め、半世紀近くになる。 

つまり、５歳になる子は５００円。１００歳で１万円。中学、高校生になるとこの金額に

不満も出てきたが、我が家方式を無理

やりでも徹底させたお陰で、いくらあ

げたらいいか考えあぐねることもなく

用意でき、出費も抑えられた。 

皆さんちのお年玉は、いくら・・・？ 

でしたか。   （S・まり子） 

 

 


